
安
易
に
ク
リ
ッ
ク
す
る
と・・・

　
実
在
す
る
宅
配
便
業
者
や
通
販

サ
イ
ト
を
騙か

た

り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、不
正
に
個
人

情
報
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
詐
欺
が
全
国
的
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
「
お
客
様
に
お
荷
物
の
お
届
け
に

あ
が
り
ま
し
た
が
不
在
の
た
め
持

ち
帰
り
ま
し
た
。下
記
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。」と
Ｕ
Ｒ
Ｌ
リ
ン
ク
が

記
載
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、住
所

や
氏
名
、Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入

力
を
促
さ
れ
ま
す
。

　

巧
妙
に
サ
イ
ト
が
作
ら
れ
て
い

る
た
め
、一
見
公
式
サ
イ
ト
と
の

見
分
け
が
つ
き
に
く
く
、入
力
を
し

て
し
ま
う
と
、キ
ャ
リ
ア
決
済（
携

帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通

信
料
金
と
一
緒
に
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ

ン
グ
な
ど
の
代
金
を
支
払
う
こ
と

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
）な
ど
個
人
情

報
を
不
正
利
用
さ
れ
、身
に
覚
え

の
な
い
高
額
な
請
求
が
届
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。メ
ッ
セ
ー
ジ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
や
電
話
番
号

は
信
用
せ
ず
、自
身
で
公
式
サ
イ

ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
、不
正
で
な
い
か

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。お
困
り

の
際
は
、消
費
生
活
相
談
室
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

新
生
活
準
備
に
関
す
る

契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
４
月
に
な
る
と
、就
職
や
進
学
に

よ
り
新
た
な
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す

る
か
た
が
多
く
な
り
ま
す
。そ
こ

で
、今
回
は
新
生
活
の
準
備
の
際

に
多
発
す
る
賃
貸
契
約
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
処
法
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

賃
貸
契
約
を
締
結
す
る
前
の
物

件
紹
介
時
や
内
見
時
に
は
説
明
が

さ
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

契
約
後
に
仲
介
手
数
料
や
諸
経
費

と
い
っ
た
追
加
料
金
を
求
め
ら
れ
、

想
定
し
て
い
た
額
よ
り
高
額
な
請

求
を
受
け
た
と
い
う
事
例
が
あ
り

ま
す
。こ
の
場
合
、契
約
に
至
る
や

り
と
り
の
中
で
諸
経
費
や
消
費
税

額
な
ど
も
含
め
て
、最
終
的
に
請

求
さ
れ
る
詳
細
な
金
額
を
不
動
産

会
社
に
提
示
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
し
て
新
し
い
生
活
を
迎
え
て

く
だ
さ
い
。

消費者トラブルに
ご用心！

消費者トラブルに
ご用心！

消費者トラブルに
ご用心！
消費生活相談

開設日時：毎週水曜日
午前9時～午後4時

場   所：市役所西庁舎3階
　　　 （旧市民文化会館）

農水商工課商工労政係
鳥羽市消費生活相談室
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東日本大震災から10年 ～大切なのは、すぐ逃げること～
　平成23年3月11日に発生した東日本大震災から、今年で10年になります。死者15,899
人、行方不明者2,527人(令和2年12月10日現在)など、多くのかたが津波により犠牲となり
ました。鳥羽市でも、南海トラフ地震の発生により、東日本大震災と同じような状況が起
こる可能性があります。備えを再確認するとともに、防災意識をより一層高めましょう。

　｢大丈夫だろう」「何が起こっているか分からない」「誰も逃げないから
逃げない」など、勝手に判断してしまい、避難行動に移せないことがありま
す。大きな地震があったらまずは身の安全を確保し、「命を守る行動」をとってください。
　そして、津波から命を守るために、想定にとらわれず、とにかく早く高い場所へ避難しま
しょう。まずは自分から率先して避難することで、周りのかたが避難行動に移るきっかけ
にもなります。
　東日本大震災から得られた「すぐ逃げる」という教訓を忘れることなく、一人一人が日頃か
ら意識を持って備えておくことが命を守ることにつながります。

津波からの避難は、津波からの避難は、「より遠く、より高く！」「より遠く、より高く！」

地震・津波に対する�地震・津波に対する�日頃の備え日頃の備え
● 家族会議や避難訓練を
　「家の中で一番安全な場所」「避難場所とそのルート」「安否確認の方法」「緊急連絡
先」など家族で話し合っておきましょう。また、地域の防災訓練に積極的に参加し、避難に
かかる時間などを確認しておきましょう。
●住まいの点検
　家具などの転倒防止や、家の周りや避難経路の危険箇所（ブロック塀など）を確認して
おきましょう。
● 津波ハザードマップや避難場所の確認
　自宅、勤務先、学校などの周辺状況を確認しておきましょう。ハザードマップや避難場所
一覧については、市のホームページに掲載しています。
● 非常持出品の準備
　避難時にすぐ持ち出せるように、リュックなどにまとめておきましょう。背負って避難するのに支障のない重量に抑える
ことが重要です。目安としては、成人男性で15kg程度、成人女性で10kg程度といわれています。

一
人
一
人
が
備
え
て
こ
！

 
防
災
力
Ｕ
Ｐ
！
鳥
羽

室
理
管
機
危
災
防
課
務
総
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